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著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。 

まえがき 

この規格は，産業標準化法第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人日本光学硝子工業会

（JOGMA）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準原案を添えて日本産業規格を制定す

べきとの申出があり，日本産業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が制定した日本産業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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プラスチックを基板とした光学薄膜の 

付着性試験方法 

Test methods for adhesion of optical thin films on plastic substrate 

 

1 適用範囲 

この規格は，プラスチック基板上に形成した光学薄膜の付着性の試験方法について規定する。軟質プラ

スチック及び半硬質プラスチックは，この規格で適用するプラスチック基板から除く。また，光学薄膜の

物理膜厚が非常に薄い場合又は厚い場合には適正に評価できないことがあるため，試験対象の光学薄膜の

物理膜厚が，100 nm 以下又は 10 µm 以上のものには適用しない。 

2 引用規格 

この規格には，引用規格はない。 

3 用語及び定義 

この規格で用いる主な用語及び定義は，次による。 

3.1 

圧子 

先端を半球状に磨いた円すい状の試験片接触治工具 

3.2 

試験力 

圧子を介して試験片表面に加える力 

3.3 

負荷速度 

試験力が単位時間当たりに増加する割合 

3.4 

スクラッチ速度 

試験片に圧子を押し付けた状態で，試験片と圧子との間の，単位時間当たりの相対的移動量 

3.5 

臨界損傷 

試験領域で最初に膜の損傷が生じた状態 


